
平成19年６月橋本市議会定例会会議録（第４号）の３ 

平成19年６月13日（水） 

                                           

（午前10時45分 再開） 

○議長（中上良隆君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番17、12番 辻本君。 

〔12番（辻本 勉君）登壇〕 

○12番（辻本 勉君）それでは、通告に従い

まして一般質問を行います。 

 新橋本市になって初めての市議会議員選挙

が過日、４月22日に実施されまして、私も含

めまして24名の新しい議員が誕生いたしまし

た。本当に合併してよかったと言える橋本市

をつくっていくために、当局はもちろんであ

りますけども、私たち議員の責任は大変重大

であります。 

 二、三日前に年金生活の老夫婦から相談が

ありまして、住民税が昨年に比べて８万円も

上がっているということでした。また、もう

一件ありまして、片方は倍になったという話

であります。本当に格差社会が進んでいる中

で、ほとんどの市民の方が大変苦しい生活を

しておる。そんな中で大きな税負担を課せら

れておるわけであります。この人たちのため

にも的確な行政運営と満足いただける行政サ

ービスを提供しなくてはなりません。 

 そういう意味で、今回は、以下２点につい

て質問いたします。 

 まず、１点目でありますけども、地区公民

館の職員体制と公民館のあり方、及び本市の

社会教育についてであります。 

 本年４月より地区公民館の職員体制が大き

く変わりました。従来からおられました公民

館長７名のうち５名が退職、２名を新規採用

ということで、４名体制になりまして、４名

がそれぞれ２館の館長を兼務ということにな

りました。 

 また、公民館主事の引き揚げ等がありまし

て、社会教育主事がそれぞれの公民館に１人

もいなくなりました。また、館長をはじめ職

員はすべて嘱託・臨時ということであります。

高野口町につきましては若干違うわけであり

ますけども、高野口町の公民館につきまして

は、館長補佐とほか１名が正職でおられます。 

 公民館の活動の必要性、重要性につきまし

ては、今さら私が申し上げるまでもありませ

ん。今の公民館の体制で本当に地域コミュニ

ティの充実、地域の教育力の向上、社会教育

の拠点となり得るのでしょうか。本当に市民

ニーズが高まる中で、さらなる地域ニーズ、

市民ニーズにこたえる活動が可能なのでしょ

うか。教育委員会のお考えをお尋ねいたしま

す。 

 まず、１点目ですけども、現在の職員体制

についてであります。現体制で充実した公民

館運営は大丈夫なのか。 

 二つ目は公民館のあり方について。公民館

の果たす役割は、今後、ますます重要である

と考えますが、いかがでしょうか。 

 ３番目に、本市の社会教育についてであり

ます。学校教育と社会教育、本当に大事な両

輪であります。このバランスがとれた中で本

市の教育がなされなくてはならない、このよ

うに考えますが、現在の状況を見ますと、学

校教育が重点的に置かれている中で、若干、

社会教育のほうが遅れておるのではないかな

という気もいたしますので、そのことについ

てお尋ねしたいと思います。 

 ２点目であります。都市計画道路原田線、

市道原田幹線でありますけども、これから橋

本高校、古佐田丘中学校もありますが、への
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進入道路の整備についてであります。 ○教育長（森本國昭君）辻本議員のご質問に

お答えいたします。  現在、橋本高校への進入道路はどの道も狭

く、危険かつ大型車が通行しにくい状況にあ

ります。現在はＪＲ南海の西の踏切から上へ

上がる道が中心、また、真ん中のほうに２線

ほど細い道があります。それと、今申し上げ

ました原田幹線からの道、北馬場からの道と

いうことでありますが、どの道についても大

変狭く、大型車が入れないような状況であり

ます。 

 まず、地区公民館の職員体制でございます

が、平成18年度末、８館ある地区公民館で５

人の館長が退職されました。５人が一気に退

職されることであり、後任人事について思案

と検討を重ね、３月になって公募による館長

選考となりました。 

 その際、厳しい財政下にあって人員削減を

も視野に入れながら、力のある優秀な館長を

採用することで二つの地区公民館を運営する

ことが可能であると考えました。もちろん、

公民館が生涯学習の地域での拠点となる重要

な施設であることは十分承知をしております。

また、２館を１人の館長が兼務することが良

いとは決して思っておりません。 

 そんな中で、特に最近は、原田幹線方面か

ら橋本高校へ進入される方が大変多くなりま

した。対向車がありますと大変苦労するよう

でありますし、落輪や接触事故も頻繁に発生

しております。早急に整備すべきではないの

かなと思います。 

 橋本高校につきましては、県立高校であり

ますけれども、本市にとっては大変大事な学

校であります。橋本駅前が大変寂れておると

いう状況の中においてでも、橋本高校があり

まして、1,000名近くの学生が毎日通っており

ます。本市にとっても大変大事な学校であり

ますので、市としても責任をもって通学路や

周辺の環境整備をやっていくべきではなかろ

うかなと思いますので、その点も含めてお願

いしたいと思います。 

 このことで地域の方々から、館長が不在で

あることへの不満や、館長自身がなかなか地

域の人々となじめないでいることの不安も聞

いております。しかし、まだ２カ月余りのこ

とでございます。初めは不慣れな中、兼務と

いう状態であったため、地域の方々には不便

をおかけしているかもしれませんが、いずれ

の館長も力のある優秀な方ばかりでございま

す。 

 当初、困惑していた館長も「次第に落ちつ

いてきた」と言っておりますし、館長の企画

運営の指示を受け、公民館主事も館長を支え、

業務に支障なく頑張って取り組んでいる状況

も聞いております。 

 まず、一つとして、県立高校への進入路で

あるので、県に対して整備を強く要望しては

いかがでしょうかということと、二つ目は、

私が今申し上げたとおり、市道でありますが、

市として橋本高校周辺をどのようにしていく

のかということのお考えをお尋ねしたいと思

います。 

 今後においては、社会教育の専門性と経験

を生かした公民館主事の力量をより高め、地

域の現状をよく知る主事がそれぞれの地区公

民館の館長として配置されていくことも一つ

の望ましい方向であると考えております。も

うしばらく長い目で見ていただきますよう、

ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

 以上、１回目の質問とします。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（森本國昭君）登壇〕  次に、公民館のあり方について、教育委員
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会といたしましては、公民館を地域に根づか

せ、生涯学習の場として充実させていくため、

貸し館的な業務も必要ではございますが、公

民館独自の取り組みをより幅広く展開してい

くことがさらに大切であると考えております。 

 そして、さきに述べました職員体制の中で、

例えば２館での共同事業を実施する案や、５

人で２館を運営するという考え方も取り入れ、

新たな企画も可能かと考えております。また、

中央公民館に２人配置されております社会教

育主事につきましても、必要に応じて地区公

民館へ出向くことにより、指導、協力の体制

を高めたいと考えております。 

 次に、学校教育と社会教育、両輪のバラン

スについてでございますが、豊かな生涯学習

社会を築いていくためには、学校教育、社会

教育がそれぞれの果たすべき役割を明らかに

し、それぞれの教育機能を充実していくこと

が求められます。 

 橋本市教育委員会では「21世紀を生きる人

づくり」を目標に掲げ、生涯学習社会を生き

る人づくりをテーマに、学校教育では「豊か

な感性とたくましく生きる力をはぐくむ教

育」を、社会教育では「生涯を通じて市民自

ら学習する意欲を高めるため、学習機会の充

実と学習内容の充実」に努めております。そ

して、人づくりは学校を含めた橋本のまち全

体で行いたいと考えております。 

 そこで、学校教育、社会教育がそれぞれの

課題に対し独立して取り組むのではなく、学

校と地域が連携し、さまざまな場所でそれぞ

れの教育機能を生かす学習を進めることがで

きるよう、生涯学習の環境条件整備を行って

いるところでございます。 

 また、本年度、「橋本市に誇りを持ち、これ

からの橋本市を担う活気と責任、自覚ある人

づくり」を目的とした、橋本市の生涯学習プ

ラン及び小中一貫教育プランを策定する予定

です。策定に当たっては、橋本市教育協議会

を設置し、広く意見をいただきたいと考えて

おります。 

 今後策定されるプランに基づき、学社連

携・融合を推進していきたいと考えますので、

今後とも議員各位のご支援をよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（中上良隆君）建設部長。 

〔建設部長（坂本信良君）登壇〕 

○建設部長（坂本信良君）辻本議員のご質問

にお答えいたします。 

 議員ご指摘の場所は、市道原田幹線から橋

本高校までの間、市道平和町線及び蟹ケ谷支

線の一部と理解しております。この市道につ

きましては、地域改善事業により幅員４ｍで

改良されておりますが、両側にオープンの水

路及び鋭角の区間もあり、落輪等聞いており

ますが、予算の関係上、拡幅は困難と考えて

おります。 

 19年度事業として県において、橋本高校グ

ラウンド拡幅のための測量及び用地買収の予

算が計上されていると聞いております。工事

ともなれば地元説明を行い、また、ご指摘の

市道を工事用道路として使用すると考えます

ので、市といたしましても、橋本高校の進入

路としての位置づけで拡幅要望を県に対して

行ってまいりたいと思っておりますので、ご

理解のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君、再質問

ありますか。 

 12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）そしたら、最初からい

きます。 

 現体制について教育長から答弁があったわ

けでありますけども、実際、この４月から公

民館の体制が変わるということでありますが、

５名の館長が退職されるということについて

は早くからわかっておった状況だと思うんで
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す。そんな中で、あわてて公募をしなくては

ならない状況になったということは、大変無

理があるのではなかろうかなと。公民館の体

制を十分考えながら、公民館の館長としてふ

さわしい人材を確保していくという観点から

考えますと、大変無理があって、本来、もう

少し早くから公募等をしながら体制をつくっ

ていくということが望ましいのではなかろう

かなと私は思うんです。 

○12番（辻本 勉君）地元のほうの推薦とか

と、そういう話も今、出てきたんですけども、

本来、公民館館長というのは公募すべきだと

私は思うんですよ。もともと、その当初の考

え方からおかしいのではなかろうかなと。地

元推薦という話がありますけども、従来から

もいろんな形の中で地元推薦で大変苦労して

きておるところがあるわけですね。公民館の

館長という職業柄、当然、広く公募した中で

それにふさわしい館長を選んでいくというこ

とが、公民館のこれからの活性化、橋本市の

社会教育の充実につながっていくわけであり

ます。当初の考え方が基本的に間違いだと僕

は思うんです。 

 ５名の退職というのは、はっきり言いまし

て、わかっておったと思うんです、早くから。

合併がありまして、退職希望者がおったわけ

でありますが、１年間延長という形の中で残

っておったという館長もおられますし、その

辺も含めまして、今後の体制づくりが遅かっ

たということについて答弁をお願いしたいん

ですが。 

 それについてもお聞かせ願いたいですし、

公民館の新しい体制になるに当たり、公民館

運営審議委員会が開かれておると思うんです。

当然、公民館運営審議委員会に諮りながら進

めていくということになろうかと思うんです

が、公民館運営審議委員会の中では、平成19

年４月からの体制については反対意見がほと

んどだったと私は認識しております。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（岸田茂利君）議員ご指摘のとお

り、５名の退職者についてはわかっておった

わけですけども、当初、教育委員会としまし

ては、５名の方が一度にやめられるというこ

とで、議員もご指摘のございましたように、

公民館の運営に支障を来してはいけないとい

うことで、できれば地域の実情、あるいは、

その社会教育に熱心な方を地元の方々から、

ご相談を申し上げて推薦をいただいて、選考

方式というんですか、そういう格好で採用で

きたらなということで、公民館の運営審議委

員長とも相談させていただいておった時期が

ございます。それはそうだなという検討時期

もございました。 

 これは、はっきり言いまして、議会からも

公民館運営審議委員会に代表を送っているわ

けでありますけども、公民館運営審議委員会

の意向を無視してまで、この公民館体制をつ

くっていく。それはどこに意図があるのかな

と。財政的な問題は十分考えられますよ。行

財政改革という観点で考えますと、若干、合

理化ということもやむを得ない部分はありま

すが、本当にそのことが、財政逼迫しておる

から何でもかんでも切り捨てたらいいわと。 

 しかし、いろいろございまして、やっぱり、

時節柄、公募にするのが適切であるというよ

うなことで時間をとりまして、公募させてい

ただく時期がずれたということでございます。 

 従来から地区公民館というのは大変大事や

という考えを述べられておる中で、その大事

な社会教育の活動の拠点であります公民館の

体制が財政事情で切り捨てられるということ

については、大変遺憾でありますし、そのた

めに公民館運営審議委員会を開いた中で、公

 以上です。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 
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民館運営審議委員会の意見を曲げてまで教育

委員会がやったことについて、ご答弁をお願

いいたしたいと思います。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（岸田茂利君）２館を１人の館長

が兼務ということにつきましては、ご指摘の

ように公民館運営審議委員会に相談させてい

ただきました。 

 それで、なぜそういうことかと言いますと、

議員がご質問いただいている中でありました

ように、行財政改革の中で新年度から市全体

で臨時・嘱託職員を削減していくという方針

の中で、教育委員会も市と共同で考えた中で、

私どもの職場としては、一番多いのは幼稚園

の臨時・嘱託の教諭であります。しかし、こ

れは、日々動いている中で削減することは難

しい。あと、図書館もそうなんですけど、図

書館で１名は計画の中で削減をさせていただ

きました。 

 次にという格好で公民館になるんですけれ

ども、公民館は、ご存じのように、１館で館

長を入れての３人体制、これをどうするかと

いうことの中で検討させていただきました。

公民館運営審議委員会の会長とも相談させて

いただきまして、主事等は現場で一番の力に

なって活動していただいている方なので、そ

れを切るのはいかがなものかというご意見も

ございました。そしたら、いっぺん館長とい

う格好で候補に挙がったわけです。それで、

「そしたら公民館運営審議委員会に諮ってみ

たろ」というお言葉をいただきまして、公民

館運営審議委員会にかけていただきました。 

 ご指摘のように、公民館運営審議委員会の

中では反対というような意見をいただいたと

いうことを会長のほうからいただきました。

そういうことであったら難しいなということ

で思っておったんですけども、いろいろ財政

の削減ありきで館長を切るというのでなしに、

中央公民館を核として地区公民館を一体とな

って組織強化をしていくというようなことで

考えまして、るる会長とも協議させていただ

きましたら、会長のほうから、「その趣旨はよ

くわかった。そしたら、もう一回、公民館運

営審議委員会のメンバーに諮ってみるわ」と

いうことで、皆さんのご理解をいただけたと

いう報告を教育長のほうへ持ってきていただ

きました。「それやったらいけるな」「いいで

すか」ということで「やろうよ」と。公民館

運営審議委員会の会長も、主事会の中で主事

研修というのを月１回ずつやっておるんです

けども、それがあるということを聞いて、会

長自ら行って、また、その主事のほうへも話

をおろしてくれたように聞いております。 

 そんな手続きを踏んだ中で２館を１人で兼

務していただくという格好に教育委員会とし

ては踏み切ったわけでございますので、ご理

解をいただきたいと思います。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）財政財政ということで、

はっきり言いまして、後で３番の社会教育の

ところで、教育長、大変すばらしい理論をぶ

ち上げていただきましたけれども、実際、そ

ういうことでいえば、本当に社会教育の切り

捨てではないんでしょうか。 

 公民館運営審議委員会でそういう意見が出

ていながら、あえてやって、公民館運営審議

委員会の会長にいろいろ了解をとったら、そ

したら、公民館運営審議委員会を再度、開く

べきやと僕は思うんですよ。こういうことで

再度、ご検討いただきたいということで、そ

の中で公民館運営審議委員会の委員の理解を

求めた中でやっていくと。そうでないと、公

民館運営審議委員会の存在価値がないわけで

しょう。いろんな方に入っていただいて、公

民館の運営に関して議論をしておるわけです。

議会からも代表が出ておるわけですよ。そう
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でしょう。そうしたら、議会も何のために、

これ、代表が出ておるんですか。やっぱり、

議会として了解できるから議会も行っておる

んでしょう。 

 そういうところをきちっと押さえていかな

いと、公民館運営審議委員会の存在価値がな

いのであれば、公民館運営審議委員会、もう

しなくていいんじゃないんですか。公民館運

営審議委員会の委員報酬、年間14万円の予算

をとっておるわけですよ。金ない、金ないと

言われておるわけでしょう。そしたら、ここ

で公民館運営審議委員会の存在価値がなけれ

ば、委員会を開かなかったら14万円浮いてき

ますわ。お金がないない言うとるんやから。

そうでしょう。100万円の貴重な事業でもよう

せんと言うとるのやからね。14万円、ここで

浮かしたら、また、どこかで14万円浮いてき

ますわ。 

 社会教育は大事や、大事やと言いながら社

会教育を切り捨てておる。子育て大事、子ど

も大事やと言いながら、子どもに係る予算は

取らない。これ、本当に矛盾している点が多々

あるんですよ。 

 公民館運営審議委員会の件については、皆

さんにわかっていただくことで、それでいい

と思いますが、その中で館長の件ですが、力

のある館長を採用したと言いながら、地域に

なじめない状況もあるという中で、長い目で

見ていただきたいということなんですが、橋

本市はそういう余裕があるんですか。職業訓

練所なんですか。嘱託で採用して、それに力

がないから公民館の運営、実際、できへんか

ら、２館持って大変やと。長い目で見たって

ください。勉強してもらいますと。そうでし

ょう。 

 社会教育主事とか、そういう下のポストで

あれば、若い人であれば、長い目で見て勉強

してもらって、これからの橋本市の将来のた

めになるように社会教育を勉強してください

よと、橋本市は投資しますよということでい

いんですよ。館長というのは、社会教育の拠

点である公民館の最高責任者でありますので、

やっぱり、それなりの人材を公募した中で配

置していくというのが一番ええわけですよ。 

 公民館長というのは、社会教育主事と同等

もしくはそれ以上の資格を持ち、社会教育職

員としての勤務経験が５年以上あって、それ

なりの経験をした人が公民館の館長になって

いくんだということです。そうでしょう。 

 橋本市、民間公募はいいですけども、50何

歳、60歳近くの人を館長として採用してきて、

それで、長い目で見てやってくださいと。こ

んな状況でいいんですか。そんな余裕あるん

ですか。地域は毎日動いておるんですよ。橋

本市の大事な大事な社会教育の、いろんな生

涯教育のかなめでありますよ、公民館という

のは。そのように教育委員会も今までずっと

言ってきたわけでしょう。 

 これ、森脇前教育長が公民館は大変大事や

と、これから橋本市にとって。そうでしょう。

いろんな分野を公民館でやってもらうんやと。

地域に密着した中でいろんな分野にかかわっ

てもらうんやということで、大事や大事やと

言うとったんですけども、だんだん組織が弱

体化しておるわけですよ。正職、合理化があ

りますので、ある程度、やむを得ん部分もあ

りますよ。と言いながら、だんだん弱体化し

てきておる。こんなことで橋本市の社会教育

はいいんですか。再度、答弁を求めます。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（岸田茂利君）ご指摘の言われて

いることは十分わかるわけです。しかし、今、

ご答弁申し上げましたように、公募で採用し

ておりますので、民間で長らくお勤めの方が

採用になったと。行政の組織、運営、行政用

語等も当初からわかりづらい部分もあります。
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しかしながら、教育長の答弁で言わせていた

だいていますけども、主事等が頑張っていた

だいておりますので、館長自身は人物的には

力のある方でございますので、そういう格好

で支障はなく、当初は確かに戸惑いがござい

ました。 

 私も現場に行って、館長等と数回にわたっ

て話をしております。しかしながら、一生懸

命、本人のやる気もありますし、現場で一番

即戦力となっております主事も頑張っており

ます。なおかつ、そういった不安の要素に関

しましては、先ほど申し上げました中央公民

館が核となっておりますので、館長以下、社

会教育主事を持った職員も２名おりますので、

そういう格好の指導、助言は行っております。 

 長い目でって、いつまでもというわけじゃ

ないんですけども、随分、今の状況で２カ月

余りたちまして、慣れてきておりますので、

これから力を発揮していただけると私どもは

思っております。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）館長はあれなんやけど、

主事は大変頑張っていただいておると。これ、

主事は、はっきり言いまして、前からいては

る方が４人ほどおられると思います。女性の

方でね、嘱託です。そしたら、この主事の方

に大変しわ寄せが行っておるんちゃうんです

か、いろんな部分で。そしたら、主事の方、

いますけども、社会教育主事の資格を持って

おられるんですか。女性、各館におられます

ね。社会教育主事の資格を持っておられるん

ですか。 

 ちなみに、貝塚市なんかは、主事、嘱託で

すけども、社会教育主事の資格を持っておら

れまして、大変活発な公民館活動の中心的な

役割を果たしておられます。そしたら、橋本

市も主事がおるからということなんですが、

その主事に社会教育主事の資格を持った人が

おられて、本当に社会教育のかなめとなり得

る主事がおられるのかどうか。その辺、どう

ですか。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（岸田茂利君）ご指摘のように、

地区公民館では、今現在のところ、主事資格

を持った職員は配置されておりません。私ど

もでは、そういう主事資格の講習にできるだ

け参加してほしいということはしております

けれども、いかんせん、費用もかかることで

す。これは、市の補助で公費で研修させてお

りません。 

 ご指摘のありました貝塚市は公費で講習費

用を賄って、できるだけ多くの職員に主事資

格を取るように、そういう体制をとられてお

りますけども、橋本市のほうはそういうこと

になっておりません。１カ月ほど研修期間が

かかるわけですけれども、今まででも実費で

行っていただいているという状況です。 

 私どもでは、できるだけ講習に参加してほ

しいと言いながらも、そういったバックアッ

プができていないので、強くは指導できない

のが歯がゆい面もあるわけですけども、自分

のためでもあるし、将来のためでもあるので、

できるだけ資格を取っていただきたいという

ようなお願いをしている状況でございます。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）主事の研修の話が出た

んですが、そしたら、以前に社会教育主事の

資格取得のために公費で研修に行っている方

がありますね。公費で行きますと40数万円か

かりまして、１カ月近く、１カ月以上ですか、

40日ぐらいですか。最低でも１カ月だと思う

んですが、社会教育主事の資格取得のための

研修に行くわけですね。これ、以前、公費で

出ておったと思うんです。個人的に行かれた

方も現在、おられますが、公費で出た方がお

られます。公費で社会教育主事の研修に行き、

－147－ 



資格を取っている。そしたら、日常の業務を

１カ月ないし40日間、あけるわけですね。業

務をしなくて、研修に行って、公費で社会教

育主事の資格を取っていく。そういう方が公

民館に残っていない。そうでしょう。残って

いない問題がありますね。その辺、どうお考

えですか。 

 公費の無駄遣いと言いますか、本来、公民

館主事として頑張っていただくという形の中

で40万円強の公費を使いながら勉強に行って

おる。そして、何年もしないうちに異動でい

なくなっておる。こういう状態があろうかと

思うんです。ありますよ。確かにありますね。

その辺をどう考えておるのか。これこそ公費

の無駄遣い。適正な人材配置をしていないと。

そうでしょう。行政は適材適所に人材配置を

して、そういう社会教育主事が、資格を取っ

ておれば、地区公民館ないし中央公民館に配

置して、橋本市の社会教育のかなめとして頑

張っていただくということでありますが、そ

ういう方が何年もしないうちに異動してしま

っていると。それは個人的な経費で行けば、

それは自由ですが、勝手なんですが、これは

公費で行っていると。なおかつ、その間、１

カ月以上も他の業務はしないということにな

れば、そういう方をより有効に人材活用する

のが行政の仕事であろうかと思いますが、そ

の点について答弁をお願いします。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（岸田茂利君）おっしゃるとおり、

数年前に公費で講習に参加して資格を取った

職員がおります。私どもも大変喜んでと言い

ますか、地区公民館の職員だったわけですけ

れども、資格を取ったということで中央公民

館に配置がえをしまして、先ほど言いました

ように、中央公民館が核になって地区公民館

の指導的な立場でやってほしいという意味合

いも込めまして中央公民館に配備したわけで

すが、その１年後だったかと思うんですけど

も、これ、人事異動の市との交流の中でその

任を解かれたというんですか、ということで

私どももびっくりしておるわけです。私ども

はその実情について把握できておりませんの

で、私どもからこれ以上の答弁はできません。

お許し願いたいと思います。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）次長、教育委員会の、

言うたら、総括ですわな。総括が教育委員会

の職員の人事異動にかかわってわからないと

いうのでは、これは話にならんのよ。そうで

しょう。責任放棄ですわ、実際のところ。市

長部局と交流があって、おかしな人事異動が

あるのであれば、教育委員会としてそれをた

だすべきでしょう、自分の責務として。そう

でしょう。 

 答弁できないということについては若干お

かしな部分があろうかと思うんですが、それ

はもう済んだ人事異動なので、これ以上言い

ません。そやから、いろんな観点から言って

も、社会教育を本当におろそかにしておるの

かというのが見え見えなんですね。 

 ２館兼務している部分がありますけども、

隅田地区公民館なんか、東部コミュニティセ

ンターもありますわ。そうでしょう。隅田地

区公民館の横に東部コミュニティセンターが

できました。恋野地区公民館と、これだけの

面倒を見ていかないかんということでしょう。

東部コミュニティセンターの管理についても、

前の主事が大変やという話をしておった中で、

東部コミュニティセンター、隅田地区公民館、

恋野地区公民館を１人の館長が見ていくとい

うことですね。これ、もう大変な状況だと思

いますよ。 

 これで本当に橋本市の社会教育をやってい

けるんかなと、私は大変不安なんです。私よ

りも地域の方が本当に。いままで社会教育を
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やってきた方というのは、本当に地域のため

に一生懸命やってきた方々が館長になれれば

ね。しまいには、公民館というのは貸し館業

務だけになってしもうて、だれもおらへんよ

うになってしもうて、どうなるのかなという

不安を感じておられるんです。公民館という

のは単なる貸し館であってはあきませんし、

住民の日常生活に直接的かつ総合的に働きか

けができ、その反応や学習成果をもとに地域

づくりへの意欲と実践を促すことに特色ある

社会教育施設ということなので、本当に大事

な部分なんです。 

 そやから、先ほど、うちの会派の議員が質

問しておった防災の関係からいきましても、

地区公民館はすべて防災活動拠点になってい

るわけです。そうでしょう。災害時に「館長

どないしたんな」と言ったら、「どこでおるか

わかりません」と。２館かけ持ちしておるか

ら、どっちへ行っておるかわからんし。こっ

ちはどんな指示をもらうって、電話ですると

か、大変な状況になると思うんですよ、そう

いう観点からいっても。 

 だから、防災の観点からいっても大変やし、

ありとあらゆる市民に直結したいろんな問題

において大変な重要なポストでありますので、

再度、財政どうのこうのというんじゃなしに。

やはり教育委員会として財政的にしんどいの

は、それは市長部局から話があったらわかり

ますよ。それにしても、どうしてもこれは切

れないんやと。新しい事業をせいと言うてお

るわけじゃないんですよ。新しい事業をせい

といえば、先ほどの副市長みたいにスクラッ

プ・アンド・ビルドということで、片っ方つ

ぶさんことには新しいことはなかなかできへ

んのやと言われますよ。そやけど、公民館の

必要性からいって、当然、教育委員会として、

財政何ぼ言っておってもここは必要なんやと

いう話をしていかんと。そうしてもらわない

と、最後に教育長に答弁していただいた社会

教育と学校教育のバランスがとれなくなるわ

けですね。いいことは言ってくれていますよ、

理論的には。教育長、大変すばらしいことを

言ってくれますけども、それとはバランスが

とれんようになってくるので、公民館の体制

については大変おかしな状況になっているの

で、その辺はやっぱり、再度、いろいろご検

討いただきたいなと思うんです。 

 館長の絡みでお尋ねしたいんですが、公民

館館長の給与は幾らになっておるんですか。 

○議長（中上良隆君）教育次長。 

○教育次長（岸田茂利君）前年度までは、館

長は月額15万円でお願いしておりましたけど

も、今年度、先ほどからお話のありますよう

に、２館を兼務していただくという格好で、

わずかですけども、２万円上げさせていただ

いて、17万円でお願いしているところです。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）この給与、館長の給与、

嘱託の給与、ほんまに自由自在なんですか。

去年までいろんな経験ある方が館長されてま

したわな。校長先生を退職されたとか、いろ

んな経験ある方がおって、15万円。新しく来

てね、本当に地域の実態がわからない人が来

て、２館兼務するさかいといって、何で給与

をこの時期に２万円も上げらないかん理由、

納得できないんですよ、実際のところ。そう

でしょう。そしたら、今までおった人も２万

円上がってますわな。そうでしょう。 

 ２館兼務するから給料が高くなるんやとい

う理屈はおかしい。仕事は１日の決められた

仕事しかしてないんでしょう。責任的に言え

ば、それは、２館の責任をとらないかんのや

から、それは当然のことなんや。２館の館長

やから、それは２館の責任をとって当たり前

ですわ。それで採用されておるんやから。そ

うでしょう。だから、こういう時期に嘱託館
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長の賃金だけを上げるということは、市民感

情から言っても納得できないでしょう。 

 そしたら、館長はそういう状況でちょっと

様子を見たってよという話やけど、そのしわ

寄せが主事に行っておるわけですよ。一番し

んどいのは、そこで働いておった主事とか、

臨時の人なんですわ。その人たちがしんどい

目しながら、館長だけが２館兼務しとるさか

い、給料２万円上がりましたよと。そしたら、

その主事の方なんか、どう思いますか。こん

なあほらしい話でね。私らだけが、館長まと

もにおらへん、館長来てやで、今までの館長

より給料２万円上がっておる。主事はしんど

い目ばっかりして、給料いっこも上がらへん。

そうでしょう。こんなあほな話ないんと違い

ますか。私は、その辺は全く理解できないん

ですよ。 

 いろいろありますので、もう時間がないの

で、もっともっとやりたいんですが、その辺

についてきちっと、今後対応をしていただき

たい。公民館の体制、見直しをするのかどう

かだけ、もう一度、答弁いただけますか。 

○議長（中上良隆君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）答弁でも言わせてい

ただきましたが、将来的には公民館で社会教

育主事等をとっていただいて、その方々に館

長になっていただける方向で考えていって、

今まで以上の充実した公民館活動ができるよ

うにしたいと思っております。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）教育長、悪いですけど、

そういうぬるい話を聞きたいんじゃないんで

すよ。今までずっと公民館活動が大事やとや

ってきておいて、ここで切り捨てられておる

わけですわ、ある程度ね。そうでしょう。体

制が弱まっておるわけですわ。職員もおらへ

んし。 

 そやから、本当に教育委員会として公民館

は大事やから体制づくりをしたいんやと、そ

れは財政的にしんどい部分があるけども、こ

れは市長部局と相談して、「わしはやります」

と。市長部局が、「そんなもん、財政的にしん

どいやないか、どないかせいよ」と言われた

ら、僕ら、また市長部局に対して意見を申し

述べできるわけですわ。今のところ、教育委

員会としてはどない考えとんねと、社会教育

の観点からね。公民館の重要性をどない考え

て、どういう体制をとるんやということを言

っておるので、その辺、もうちょっと強い姿

勢を持ってほしいんですよ。 

 将来的、将来的って、今、これから先、毎

日が大変な状況になっているのに、将来的と

言われてもちょっと困るので。もう時間がな

いので、それ、結構です。また、ゆっくり話

しします。 

 １番のところはこれで終わりまして、あと、

ちょっとしかないので、答弁要りませんので、

２番のところを言わせてもらいます。あるん

かな。 

○議長（中上良隆君）あるある。 

○12番（辻本 勉君）あるんやな。ほな、ま

だ、１番、もう一回。もう少し。済みません。

終わってないので、１番の答弁お願いします。 

○議長（中上良隆君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）橋本市も今、教育改

革を進めているわけです。その教育改革の中

身の生涯学習プラン、小中一貫プランという

ことを中心にやっております。 

 それで、答弁でも言わせていただきました

が、教育協議会も立ち上げまして、その委員

の一員として、以前、私ども、貝塚市の公民

館へも視察に行かせていただきました。本当

にすばらしい取り組みでございまして、その

教育協議会の委員の中に貝塚市の副公民館長、

館長補佐であります岡野智子さんという方が

おられるわけですが、その方にも今後、公民
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館の充実等についていろいろご意見をいただ

きたいと、そういうことも考えております。 

 私ども、本当に生涯学習ということを一番

大事にしておるので、今、公民館を館長が兼

務しておるということで、やはりそういうふ

うに思われるのは仕方がないわけですけれど

も、しかし、私どもは公民館が大変大事だと

いうことだけは思っておりますので、その点、

誤解のないようによろしくお願いいたします。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）いろいろ改革をぜひと

もやっていただきたいと思います。今のまま

では大変不安でありますので、きちっとした

体制づくりをお願いいたしたいと思います。 

 そんな中で、ひとつ、提案というわけじゃ

ないんですけども、公民館というのは地域に

根差して大変大事やということで、正職の課

長級が館長をされているところもあるんです

よ。三木市なんかそうですけども。これは、

課長級に希望を聞いた中で、公民館の館長に

なりたい方ということでされています。そう

いう形の中でいきますと、大変活性化された

公民館でありますし、公民館活動があります。 

 そういうこともありますので、何でもかん

でも嘱託でということでもないので、職員の

有効活用と言いますか、人材を適材適所に配

置していくという観点からいきましても、本

庁の要員削減からいきますと、前、出てまし

たけど、今、本庁には課長がおって、課長級

で、主幹がおる。課長補佐がいてて、課長補

佐級で、主任がおる。ですね。結局、その主

任とか主幹とかがついているのは、基本的に

はラインから外れておるということになろう

かと思うんですが、組織のスリム化からいき

ますと、ラインから外れた管理職については、

当然、他のところに配置して有効活用という

か、人材活用をすべきだと思うんです。そう

いう観点からいきますと、ラインから外れた

課長補佐級が公民館の館長になるということ

も一つの手ではなかろうかなということも思

うんです。 

 その辺を今後、いろいろ考えていただいて、

同じ賃金で仕事をするので、どこで人件費を

消化しようが変わりはないと思うので、別に、

一つの課に課長、課長補佐がおるのに、主幹

がおって、主任がようけおるという状況を排

除するためにも、言ったら、命令の伝達の関

連からいきますと、ラインから外れた管理職

については、公民館館長という形の中でいく

ということも考えられます。その辺もご検討

いただきたいなと思いますので、よろしくお

願いします。 

 いろいろ言いたいことがあるんですけども、

なかなか財政の問題もありまして、言うこと

を聞いてくれませんので、２番の都市計画道

路から橋本高校への進入路の整備についてで

あります。 

 これは、財政状況が大変厳しい折でもあり

ますし、市道といえども本市でやっていくこ

とは大変しんどいというのは、僕も十分わか

っております。そんな中で、なぜ、今回、こ

の質問を出させていただいたかと言いますと、

橋本高校のグラウンドの拡張、これがずっと

以前から出ていました。私の子どもが高校に

行っている時分でしたので、十四、五年ぐら

い前からいろいろ要望があったと思うんです。

これがかなり進んでまいりまして、１億2,000

万円の用地買収費用が県のほうでついている

という話をいただきまして、橋本高校のほう

で図面等もいただきました。 

 そんな中で、この工事が来年度になるのか、

再来年度になるのか、その辺はまだまだ、県

のことなので定かではありません。この工事

をされるとなれば、当然、工事車両の進入の

問題があります。そしたら、先ほど言いまし

たとおり、橋本高校、どこから行くにせよ、
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道が狭いということなので、これを機会にぜ

ひとも橋本高校にスムーズに大きな車が行け

るような状況をつくっていくべきだと思いま

した。 

 市が単独でやると大変しんどいということ

がわかっておりますので、グラウンド拡張の

工事があれば、それにあわせて県に物を言え

るという状況になろうかと思います。当然、

工事車両が入らんとあきませんので、これ、

私の地域のところも通っていきます。ちょう

どそれを機会に県のほうに強く要望していく

というのかな。県立高校なので、やっぱり県

に要望していくということを。 

 できる間際になって言っていってもあきま

せんので、今の段階から県の情報を仕入れな

がら、県に対してきちっと物を申していく、

お願いしていくということをぜひともしてい

ただきたいんです。再度、部長、もう一回。 

○議長（中上良隆君）建設部長。 

○建設部長（坂本信良君）ただ今の質問にお

答えをさせていただきます。 

 橋本高校のグラウンド拡張に係る進入路に

つきましては、まだ私ども、どの路線でもっ

て拡張なり、その辺の整備の話は聞いてござ

いません。ただ、グランドの整備に係る計画

概要が決まりますと、おのずから、その整備

に係る車両等も決まってくると思うんですけ

れども、道路拡張が必要ということになれば、

当然、原因者でもって工事用進入路の拡幅は

しなければならないというふうに私どもは考

えてございます。その辺、仮設道路を将来的

に永久という形での切りかえができれば一番

いいんですけれども、そういう方向で強く要

望してまいりたいと考えてございます。 

○議長（中上良隆君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）よろしくお願いしてお

きます。 

 橋本高校へは、車については、北側のほう

からという形の中で、あと、進入路というこ

とでありますと、徒歩については、やはり駅

のほうから学生がたくさん橋本高校等の中学

生、高校生、若い子どもたちが気持ちよくと

いうか、若い人が大勢、古佐田丘へ登ってい

くというのは大変すばらしいことなので、そ

の辺の環境整備と言いますか、安全の問題、

いろんな、市長が言われています花いっぱい

運動の絡みからいきましても、橋本高校の高

校生の通る道は花いっぱいできれいやという

ことになってきますと、橋本市のイメージも

大分変わります。やっぱり、学校施設の周辺

については、きれいにしていくというのかな、

いろんな面で整備していくというのが大変大

事かと思いますので、西から上がっていくル

ート、真ん中のルートにつきましても、花い

っぱいにして、若い人たちが楽しく通学でき

るような雰囲気の道にしていっていただきた

いなと思います。よろしくお願いします。 

 終わります。 

○議長（中上良隆君）これをもって、12番 辻

本君の一般質問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩します。 

（午前11時40分 休憩） 
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